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     お茶の水小学校・幼稚園施設整備計画方針（案） 

 



 

 

 

 
お茶の水小学校・幼稚園の改築に向け、学校関係者及び地域の方々と新しい施設のあり方について考えるた

めに、検討協議会が設置され、第１回の会議が平成 29年 3月 28日（火）に開催されました。 

教育委員会では、保護者、地域、幼稚園・小学校に関わる多くの皆様と課題を共有し、ともに考えていける

よう、検討状況を協議会ニュースでお知らせしていきます。 

 

 

事務局からの説明事項として、施設整備計画方針（案）について説明を行い、 

その後質疑応答及び意見交換を行いました。 

 

これまでの経緯について 

島崎教育長から整備に関するこれまでの経緯について 

ご説明しました。 

 

委員紹介及び役員選出（敬称略） 

協議会委員は各団体から推薦された方々２４名により

構成され、会長に神保町一丁目北部町会長の角谷幸男氏、

副会長にお茶の水小学校学校運営連絡会の影山純子氏、児

童保護会会長の山﨑充彦氏の２名が選出されました。 

（◎＝会長、○＝副会長） 
 

お茶の水小学校 

及び同幼稚園 PTA関係者 

○山﨑 充彦 
神保町地区町会連合会関係者 

渡邉 圭一 

須賀 雄一郎 石澤 長一郎 

篠田 加奈子 

神田公園地区連合町会関係者 

木村 美佐子 

永田 佳織 小林 泰治 

金成 ユリ 田近 恭一 

志摩 さおり 万世橋地区町会連合会関係者 土屋 希美 

錦華小学校同窓会関係者 髙山 肇 神保町地区町会連合会婦人部 五味 美智子 

小川小学校同窓会関係者 角谷 幹夫 千代田区体育協会関係者 菅野 豊 

西神田小学校同窓会関係者 西角 邦夫 千代田区民生児童委員協議会 角谷 幸子 

お茶の水小学校学校運営連絡会 ○影山 純子 千代田区青少年委員会 小林 かおり 

神保町地区町会連合会関係者 
◎角谷 幸男 お茶の水小学校及び同幼稚園教職員 淺川 宏 

中村 榮太郎 千代田区教育委員会事務局職員 小川 賢太郎 

 

施設整備計画方針（案） 
教育委員会が検討した施設整備計画方針（案）をお示しし、次回の協議会で各委員からご意見をう

かがうこととしました。詳しくは下記ホームページをご覧ください。 

 

次回の会議日程 
 ４月２７日（木）午後６時から、お茶の水小学校ランチルームにて開催します。 

 
  

 

 

 

 

※区立お茶の水小学校・幼稚園施設整備検討協議会の資料・議事録等は区ホームページでご覧いただけます。 

https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kosodate/gakko/ochanomizusho.html 

 

区立お茶の水小学校・幼稚園 

施設整備検討協議会ニュース 

第１号  平 成 2 9 年 4 月 1 4 日 
 

■発行：千代田区教育委員会事務局 

■担当：子ども部子ども施設課 

    電話  03-5211-4337 

第１回の主な議題 

発行元 千代田区教育委員会事務局 子ども部子ども施設課 
連絡先 電話 03-5211-4337  FAX  03-3288-3420 
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主要面積諸室比較表

室数 保有面積 室数 計画面積 室数 保有面積 室数 所要面積

保育室 6 4 3 6

遊戯室 1 1 1 1

預かり保育室 - 1 2 1

園長室 1 1

職員室 1 1 1 1

普通教室 12 805 12 768 12 730 12 768

少人数・多目的教室 6 402 6 358 - - 6 384

特別教室

（理科室、図工室、音楽室、家庭科
室、図書室（メディアセンター）、ラン
チルーム、コンピュータ室、和室）

管理諸室 現校舎：

（校長室、職員室、保健室、事務
室、主事室、会議室、記念室、防災
備蓄倉庫、給食調理室・配膳室）

給食配膳室：富士見６室、九段４室、現
校舎なし、お茶の水新校舎４で積算

屋内運動場（アリーナ部分） 1 768 1 683 1 270 1 755

プール（水面面積） 1 250 1 195 1 265 1 250

地域開放用諸室 47 105 - - 179

学童クラブ室 2 176 2 197 1 113 3 230

事務室 1 49 1 20 - - 1 64

富士見はこども園のため、このほかに午睡
室、洗濯室、調乳室がある。
九段幼園長室は応接室をカウント.。

お茶小（現状） お茶小（計画）

幼
稚
園

672379

富士見小

647

校 庭
50ｍ直線走路

100ｍトラック

40ｍ直線走路

80ｍトラック

小
学
校

8 10247 891

共用部分を含む延床面積 約10,000～11,0006,104

10 1005

15

学
童

13 9609

備考

お茶小現校舎、九段小、富士見小：和室な
し
富士見小：ラーニングルーム、視聴覚室、
国際理解教室あり

864

40ｍ直線走路

九段小

6 738

67713

453

80ｍトラック

9,283

50ｍ直線走路

90ｍトラック

13,532.63

1563
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１　児童数（平成28年４月１日現在）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

34年度 33年度 32年度 31年度 30年度 29年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計

552 611 531 571 474 475 485 450 448 428 360 390 2,561

87 81 85 103 86 103 85 84 90 82 51 61 453

77 104 78 106 78 89 68 59 50 68 51 51 347

42 33 57 46 61 40 69 63 61 65 53 49 360

93 112 99 103 95 83 75 65 80 52 67 62 401

75 86 57 59 39 57 40 36 47 45 28 50 246

45 56 46 50 39 20 47 39 30 29 37 32 214

44 49 49 51 29 44 49 42 44 42 36 41 254

89 90 60 53 47 39 52 62 46 45 37 44 286

２　想定学級数（各年度の入学時点）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

34年度 33年度 32年度 31年度 30年度 29年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計

21 21 19 20 18 18 18 17 16 16 12 15 94

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 16

3 3 3 4 3 3 2 2 2 2 2 2 12

2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12

3 4 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 13

3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 11

2 2 2 2 2 1 2 2 1 1 1 1 8

2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 11

3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 11

注１：小学校１・２年生は１クラス35人、３年生以上は１クラス40人である。

注２：義務教育である区立小学校への入学児童の最大値を想定するものであり、私立小学校への入学等は考慮していない。

【参考数値】　学区域の児童数でお茶の水小学校に入学する児童者数は、平均７５～８０%前後で、区全体もほぼ同様である。

お 茶 の 水 小

現在の年齢

入学年度

現在の年齢

富 士 見 小

千 代 田 小

学齢簿から見る今後の児童数及び学級数の推移予測（学校別）

番 町 小

千 代 田 小

昌 平 小

和 泉 小

総      数

九 段 小

番 町 小

富 士 見 小

昌 平 小

和 泉 小

平成28年５月１日現在の在籍児童数

平成28年５月１日現在の学級数

入学年度

総      数

麹 町 小

九 段 小

麹 町 小

お 茶 の 水 小
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区立お茶の水小学校・幼稚園  計画地 
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１ 整備にあたっての基本的視点 

 

現区立お茶の水小学校は、校舎棟が昭和48年に竣工、体育館棟が昭和40年竣工であり、非常

に老朽化が進んでいる状況である。また、幼稚園舎は平成5年、園児数の増加のため、錦華公園内

に仮園舎を設置し対応したが、以来、現在に至っている状況である。 

施設整備に当たっては、習熟度別学習や少人数教育、ＩＣＴ教育など今日的な学習内容に対応で

きることや学区域の今後の子どもの人口の推移を考慮しゆとりを持たせることなど、これからの学

校施設として求められる教育環境を整える必要がある。併せて、学校施設には地域コミュニティの

核となり、地域の防災拠点としての重要な役割がある。 

こうした課題解決に向けて、学校関係者や地域の区民等から理解を得られる整備計画にする必

要がある。 

 

２ 計画敷地の概要 

区立お茶の水小学校・幼稚園 施設整備計画方針（案） 

項目 内容 

所在地 千代田区猿楽町一丁目1番1号 

敷地面積 4849.52㎡ 

用途地域 商業地域 

防火指定 防火地域 

前面道路 

北側：なし  

北東側：区道 幅員6ｍ 

南東側：なし 

南西側：区道 幅員15ｍ 

西側：12m 

建蔽率 80％ 

容積率 500％・600％（南西部前面道路い） 

日影規制 なし 

高度地区 なし 

その他 
第一種、第二種文教地区 
第４種中高層階住居専用地域 南西側前面道路中心より３０ｍの範囲 

参考資料 
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３ お茶の水小学校・幼稚園の概要 （「学校要覧」より）  

(1) 学校・地域の特色 

 

大学をはじめ、各種の学校が多く存在することにより、古くから書店・印刷製本業出版社が集

中している。また、飲食業・スポーツ用品店も数多く見られる。 

近年建物の高層化が進み、街の景観変わり始めている。 地下鉄・ＪＲの駅が近く、交通の至

便性が高く昼間は学生やビジネスマン等の行き来で活気にあふれている。地域は学校に対する

愛着が強く、学校の教育活動に協力的である。 

 

（2） 児童・園児数（平成 28年 5月 1日現在） 

 

  小学校 ： 246人／11学級 

  幼稚園 ：  48人／3学級 

 

※学校内学童クラブ  在籍者数：33人 

 

(3) 学校の教育目標 

 

◎ よく考える子    （課題意識をもち、考え、伝え合い学び合う子） 

○ 思いやりのある子（規律を重んじ、かかわりを大切にする、相手を思いやる子） 

○ 健康な子      （心身の健康大切さを知り、体力を養い、健康的な生活習慣を身に付け 

維持する子） 

 

４ 施設整備の基本的な考え方 

 

（1） 多様な学習内容・学習形態に対応し得る弾力的な学校づくり 

 

① 一斉指導による学習以外に、チームティーチング、習熟度別学習、少人数指導による学習

等の活動を効果的に行うことができる施設整備を行う。 

② 高度情報通信ネットワーク社会において生きる力を育て、児童自らの意思で主体的に学ぶ

ことを支えるため、情報ネットワークの整備やＩＣＴ機器の導入など質の高い教育環境を提供

できる施設整備を行う。 

③ 児童の主体的・対話的で深い学びを支援できるよう、学習・生活のために必要となる空間、

学習環境を確保できる適切な室構成、空間配分及び位置に配慮した施設整備を行う。 

④ 教育上特別の支援を要する児童に配慮し、適切な指導及び支援を行うことができる施設整

備を行う。 
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⑤ 小学校、幼稚園、学童クラブの各機能の独立性と連携の両面が確保できる環境とし、地域

の教育力、児童・園児の交流等が相乗効果を発揮できるよう施設整備を行う。 

⑥ 食育の重要性に配慮し、給食環境の充実を図るような施設整備を行う。 

 

（2） 健康的で安全な学校づくり 

 

① 児童の学習のための場であるとともに、生活の場として、ゆとりと潤いのある施設整備を行

う。 

② 児童の健康に配慮し、校内の快適性を確保するため、日照、採光、通風等に配慮した施設

整備を行う。 

③ 敷地内や建物内及び外部からの見通しに配慮するとともに、防犯及び安全性を重視した施

設整備を行う。 

④ 放課後児童クラブにおける育成支援に資するため、安全面に配慮した、ふさわしい環境を

整える。 

⑤ 再生可能エネルギーの導入や省エネルギー化を促進し、環境負荷を低減するとともに、環

境教育の教材としての活用が可能な施設整備を行う。 

 

（3） 地域に開かれた学校づくり 

 

① 地域のコミュニティの核、生涯学習等の基盤として、学校施設を地域住民等が有効に活用

することができる施設整備を行う。 

② 地域施設としての学校の役割を考慮し、防災拠点としての機能の充実を図るとともに、地域

の特性に応じた特色ある施設整備を行う。 

③ お茶の水小学校の歴史、伝統、校風を継承するような施設整備を行う。 

④ 学校の地域開放等を行う場合は、児童の学習に支障のないようにし、動線、運営管理の方

法等に十分配慮した施設整備を行う。 

⑤ 近隣へのプライバシー、騒音等に配慮するとともに、地域の景観形成に貢献する施設整備

を行う。 

⑥障害者、高齢者等の要配慮者も利用することを踏まえ、バリアフリー化に配慮した施設整備

を行う。 
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５ 想定する施設内容 

 

(1)  基本的考え方 

新たな教育需要にも対応可能なゆとりある教育環境を整備する。 

① 小学校は、オープン教室型１２学級を基本に、各学年に 1 教室ずつ少人数・多目的教室を設

ける。（学級数が増加した場合、普通教室としても転用可能） 

② 幼稚園は、３年保育１０５名定員（４学級）を基本に、６学級編成まで対応可能とする。 

③ 学童クラブは、３支援単位（定員１２０名）まで対応可能とする。 

 

(2) 諸室の基本的な構成（単位：㎡） 

 

    計画 現校舎 
備考 

室数 所要面積 室数 保有面積 

幼
稚
園 

保育室 6 

672 

3 

379 

  

遊戯室 1 1 

預かり保育室 1 2 

職員室 1 1 

小
学
校 

普通教室 12 768 12 730 
 

少人数・多目的教室 6 384 - -  

特別教室 

（理科室、図工室、音楽

室、家庭科室、図書室

（メディアセンター）、ラン

チルーム、コンピュータ

室、和室） 

8 1024 7 891 
現校舎： 

和室なし 

管理諸室 

（校長室、職員室、保健

室、事務室、主事室、会

議室、記念室、防災備

蓄倉庫、給食調理室・配

膳室） 

9 960 8 677 

現校舎： 

給食配膳室

なし 

屋内運動場 

（アリーナ部分） 
1 755 1 270 

 

プール（水面面積） 1 250 1 265  

地域開放用諸室 1 179 - -  

学
童 

学童クラブ室 3 230 1 113  

事務室 1 64 - -  

校 庭 
50ｍ直線走路 

100ｍトラック 

40ｍ直線走路 

80ｍトラック 

 

       

共用部分を含む延床面積 約 10,000～11,000 6,104  

 

注：共用部分は建物の階数等により大きく変動するため、シミｭレーションによる最大値を記載した。 
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６ その他配慮すべき事項 

 

(1) エコスクール化の考え方 

   建物の性能を向上させ、子どもたちの学習環境をエネルギー負荷を上げることなく改善すると

ともに、子ども達への環境教育だけでなく、地域住民などが省エネルギーで快適な暮らし方につ

いて学ぶ、環境教育の場とする。 

   ・地球の環境に配慮しつつ、誰もが安全に快適に過ごせる施設を目指す 

   ・地球温暖化対策として二酸化炭素（CO2）削減に取り組む 

  ・身近な緑を増やし、うるおいのある施設を目指す 

   ・限られた資源を大切にし、省エネルギー型の施設を目指す 

 

(2) 長寿命で耐久性の高い施設整備の考え方 

   建物の長寿命化を図り、仕上げ材や設備機器を更新性・耐久性に優れた施設とするとともに、

将来起こりうる学級編成の増減といった、ときどきの改修要請にも柔軟に対応可能な施設とす

る。 

  ・フレキシブルな対応ができる空間づくり 

   ・メンテナンス性・更新性・設備機器を長寿命化 

 

 

７ 改築工事中の仮校園舎等について 

 

新校園舎建設中の仮校園舎については、現在九段小学校・幼稚園が仮校園舎として使用してい

る旧九段中学校が想定される。九段小学校・幼稚園仮校園舎としての運用が終了した後、平成３１

年度から利用可能である。 

仮校園舎では、送迎バスの運行など、児童・園児の安全確保に配慮する。 

 

【仮校園舎運営に当たって想定される課題】 

 ・登下校時の見守り体制（特に、通学路にある複数の幹線道路を横断する際の見守り） 

 ・送迎バスの運行 

※九段小・幼の場合、幼稚園児及び小学校 1・2年の希望者対象。登録制。 

 ・学校内学童クラブ以外の学童クラブを利用している児童への配慮 

 



氏名

1 小学校・幼稚園児童保護会会長 山﨑　充彦

2 小学校・幼稚園児童保護会顧問 須賀　雄一郎

3 小学校・幼稚園児童保護会副会長 篠田　加奈子

4 小学校・幼稚園児童保護会副会長 永田　佳織

5 小学校・幼稚園児童保護会（わかば会副会長） 志摩　さおり

6 小学校・幼稚園児童保護会（わかば会副会長） 倉木　嘉代子

7 錦華小学校同窓会関係者 会長 髙山　肇

8 小川小学校同窓会関係者 会長 角谷　幹夫

9 西神田小学校同窓会関係者 会長 西角　邦夫

10 お茶の水小学校学校運営連絡会 委員 影山　純子

11 神保町一丁目北部町会会長 角谷　幸男

12 西神田町会会長 中村　榮太郎

13 神田猿楽町町会会長 渡邉　圭一

14 駿河台西町会会長 石澤　長一郎

15 小川町二丁目南部町会会長 木村　美佐子

16 小川町北三町会会長 小林　泰治

17 小川町三丁目西町会会長 田近　恭一

18 万世橋地区町会連合会関係者 駿河台東部町会 土屋　希美

19 神保町地区町会連合会婦人部 部長 五味　美智子

20 千代田区体育協会関係者 理事長 菅野　豊

21 千代田区民生児童委員協議会 副会長 角谷　幸子

22 千代田区青少年委員会 委員 小林　かおり

23 お茶の水小学校及び同幼稚園教職員 校長・園長 淺川　宏

24 千代田区教育委員会事務局職員 教育担当部長 小川　賢太郎

副校長 清水　智子

副園長 松内　幸子

神保町出張所長 小阿瀬広道

神田公園出張所長 平井　秀明

子ども施設課長 小池　正敏

施設計画主査 佐藤　久恵

施設係 根本有紀美

赤石  晃朗

※平成２９年４月２７日現在

神保町地区町会連合会関係者

順不同、敬称略　

事務局
   千代田区教育委員会事務局
   子ども部　子ども施設課
 　ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：  03（5211）3648
   ＦＡＸ ：  03（3288）3420
　 e - mail ： kodomoshisetsu@city.chiyoda.lg.jp

お茶の水小学校・幼稚園施設整備検討協議会委員

オブザーバー

団体名・役職名

お茶の水小学校
及び同幼稚園ＰＴＡ関係者

神田公園地区連合町会関係者

参考資料 


